
「子どもの遊戯技法の基礎」 

子どもの心理療法を行う際、遊びが一つの重要な媒介になることは周知のとおりです。では、セラピストは、そ

の遊びが展開される場をどのように築き、保持するのでしょうか。また、その遊びの展開を、セラピストはどのよ

うに理解し、それを子どもに役立つように用いることができるのか。こうした遊戯療法を行う上での基本的な事

柄についてできるだけわかりやすく解説します。 

 

NPO法人子どもの心理療法支援会 事務局 （セミナー担当者：谷口弘恵） 

〒604-8187京都市中京区東洞院通御池下ル笹屋町 444 初音館 302 

Ｔｅｌ/Ｆａｘ 075-600-3238  E-mail： info@sacp.jp  URL：http://sacp.jp/ 

「子どもの精神分析的心理療法の基礎」 

精神分析的設定、転移、逆転移など、子どもの精神分析的心理療法の基礎となる考えを学んでいきます。 

 

 

 

 

サポチル（NPO法人子どもの心理療法支援会）主催・大阪経済大学心理臨床センター 共催 

子どもの精神分析的心理療法セミナー2014 

 

 

 

 

＜開催日時＞ 

第一回： ２０１４年４月２０日（日）１３時～１７時半   講師：平井正三先生 

 

 

 

第二回： ２０１４年５月２５日（日）１３時～１７時半   講師：鵜飼奈津子先生 

  

 

 

 

 

＜講師紹介＞ 

第一回講師：平井正三先生 

京都大学大学院教育学研究科博士課程研究指導認定退学。1990-1997年 Tavistock Clinic児童青年心理療法訓練コース修

了。現在、御池心理療法センター代表、大阪経済大学客員教授、NPO 法人子どもの心理療法支援会理事長。臨床心理士、英

国児童心理療法士協会会員、日本精神分析学会認定スーパーバイザー・認定心理療法士。 

第二回講師：鵜飼奈津子先生 

京都女子大学大学院修士課程修了。1997-2004年 Tavistock Clinic児童青年心理療法訓練コース修了。現在、大阪経済大学

人間科学部人間科学科准教授。臨床心理士、英国児童心理療法士協会会員、日本精神分析学会認定心理療法士。 
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＜会場＞   大阪経済大学 70周年記念会館フレアホール A21教室 （阪急京都線上新庄駅から徒歩 15分） 

※申し込み受理をお知らせする際（メールか郵送）、会場の詳細についてお知らせ致します。 

＜対象＞   臨床心理士、医師、子どもに関わる専門家、大学院生、研修生 （※定員は 40名） 

＜受講料＞ 「１０，０００円」                

※2013-14年 臨床セミナー参加者、NPO正会員、大阪経済大学大学院生は 「８，０００円」 

＜申込方法＞ 下記を明記の上、お振込みください。 

郵便局の振込用紙の通信欄に、「氏名（ふりがな）」「住所」「電話／ＦＡＸ番号」「ご所属」「職種」 「E-mail ｱﾄﾞﾚｽ

（携帯ｱﾄﾞﾚｽ不可）」「事例発表希望の有無」「子どもの精神分析的心理療法セミナー2014申込」 

◆振込先： 口座番号【郵便振替 ００９８０－８－１５０２８２】 加入者名【ＮＰＯ法人子どもの心理療法支援会】 

 

◆申込締切： ２０１４年３月３１日（月） （※締切日以降はメールでお問い合わせください） 

＜問い合わせ先＞ 

 

はじめに   子どもへの心理的支援の中で心理療法が大切であると理解されていますが、漠然と「プレイセラ

ピー」という枠組み以上には専門的に掘り下げて学ぶ機会は意外に少ないのが現状です。そうした中で、精神

分析的アプローチは発達障害や被虐待児など、より困難な事例に確かな指針を与えてくれる有効なアプロー

チと考えられます。本セミナーでは、比較的初心者の方を対象に、子どもの精神分析的心理療法の基礎を学

んでいく機会にしたいと思います。                              サポチル理事長 平井正三 


